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こんにちは、マレーシアのマラヤ大学に留学中の安江です。留学も２セメスター目に入って２回目の、

４月分の報告書になります。今月は特にどこかに出かけることや大きなイベントがあったわけではない

ので、大学での授業について詳しく書いていこうと思います。これまでの報告書の内容と少し被る部分

もあるかと思いますがご了承ください。まず、今学期以自分は以下の授業を履修しています。 

 

・Comparative Regionalism （国際関係学・地域主義について） 

・Lecture series of ASEAN （ASEAN についての授業） 

・Urban Development in South East Asia （東南アジアの都市開発についての授業） 

・China-ASEAN relations （中国と ASEAN の関係に焦点を当てた授業） 

 

これらの授業の学部は Arts and Social Sciense という人文社会学部に当たる学部ですが、学科はそれぞ

れ別のものを履修しています。上から順に、国際関係学科、東南アジア学科、地理学科、東アジア学科と

いう具合です。他にも学部の中には中国学科やインド学科、メディアやジェンダーなど 12 の学科がある

ようです。ローカルの学生や正規の留学生はそれぞれのカリキュラムの中で授業を履修していくことに

なりますが、交換の留学生はリストの中であれば学部や学科を横断して履修できるため、様々な分野の

授業を履修することができます。定員の関係で履修できなかった授業もありますが自分は東南アジアや

ASEAN について学びたかったので上のような履修結果になりました。1 つの授業は 1 時間×3 コマで単

位数は 3 になります。3 コマのうち２コマは講義の時間で残りの１コマは「チュートリアル」と呼ばれる

時間となります。このチュートリアルはプレゼンの発表やディスカッションをする授業になっており、

少人数でクラス分けされることが多いです。大人数の授業であればチュートリアルが 2 つや 3 つに分け

られるため、1 つの授業が３コマといってもそれぞれが連続している場合もあれば、時間が空いたり日を

またいだりする場合もあります。授業の課題についてですがどの授業も共通して予習やプレゼンの準備

をする必要があります。チュートリアルの時間では最低 1 回はプレゼンをしないといけませんし、プレ

ゼン担当でなくてもディスカッションで発言を求められることも多いので予習も必要となります。エッ

セイやレポートについて、今期の数は多くはありませんが一つ当たり 3000 字以上はあるため時間がか

かるものとなりそうです。前の学期では 200～500 字のものを毎週書くという授業もありました。エッ

セイの内容は自分が行ったプレゼンをベースにしたり、先生から突トピックを与えられたり、記事や論

文を渡されてそれについてレビューを書いたりなど色々なタイプがあります。配布される資料やスライ

ドは「SPeCTRUM」という福井大学で言えば「Web クラス」のような LMS（学習管理システム：Learning 

Management System）で見ることができ、課題の提出や授業に関する連絡もここで行われます。ただ先生

が資料を載せなかったり休講の連絡が来なかったりとトラブルが起こることも多々あります。 

以上が授業のシステムの説明になりますが実際に自分が授業を受けてきての感想を書いていこうと思

います。前提として授業は全て英語で行われますし、授業中の先生も生徒も質問や会話なども英語で行

われることとなりますが、先生によって話すスピードやアクセントが違います。もちろん講義を行い、質



疑応答をするレベルはありますが、流暢なアメリカ英語を話す先生もいれば中国訛りの英語を話す先生

もいます。生徒の英語レベルは総じて高く、ディスカッションの時の英語を話すスピードはかなり速い

ので、聞き取れないこともよくあります。日常会話や自分の知っている分野のことはある程度は分かり

ますが、新しく習ったことや前提知識がないものは難しいです。自分が見た範囲だけですが学びに貪欲

であるなと思いました。GPA をかなりシリアスに考えており、課題提出前はかなり真剣に勉強していま

す。自分が履修している授業のほとんどが ASEAN に関係していますが、経済面や貿易面において、米中

摩擦など現在進行形で進んでいることが多いので、よくタイムリーなトピックが授業にも反映されてい

ます。また、外部から省庁で働いている方が来て講演をすることもあり、実際の現場で動いている人の

ASEAN についての意見を聞けて興味深かったです。自分はある授業で学んだトピックが別の授業に応用

されるように全ての授業が関連するように履修を組んだので毎週調べないといけないことがどんどん増

えてしまっていますが、なんとかやり遂げて行きたいと思います。 

その他今月は学外での日本語と英語で交流するミートアップに参加して半年で帰ってしまって激減し

た知り合いを増やすべく努力をしているところです。学生だけでなくマレーシアで働いている駐在の人

の話を聞いてみたいと思っていますがまだ機会を得ていません。休学により 1 年遅れとは言え就活につ

いて考え初めた今日この頃です。今月の報告書は以上です。 

写真は最近よく食べているご飯です。学内の Nasi Ayam というご飯（もしくは名前は変わりますが麺。

両方約 160 円）にチキンをのせたもの、家の近くの経済飯（色々な中華系のおかずをバイキングのよう

に選ぶもの。240 円～350 円）です。 

 

   


